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権力概念の転換をめざした中学校社会科公民学習の開発
田淵　啓久※ 1　桑原　敏典※ 2
要旨：本研究は、中学校社会科政治学習において権力に対するより間違いのない見方考え方の習得を妨げている
のは、生徒のどのような認識であるかを明らかにしたうえで、それを修正するための授業を提案しようとするも
のである。権力概念の転換をめざすために本研究では二つの視点を重視した。第一は、政治学習における見方考
え方の習得の際に妨げとなっていると思われる生徒が持っている常識的な見方考え方を、実証的に明らかにして
いくことである。第二は、生徒の発達段階に留意し、政治的な見方考え方の系統性を仮説的に示すことである。
以上の二点に焦点を当てたうえで、権力概念の転換をめざした中学校政治学習の単元を提案する。
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Ⅰ．はじめに
　本研究では、政治学における根本概念として権力を
選択し、権力に対するより間違いのない見方考え方の
習得を妨げているのが、生徒のどのような認識である
かを明らかにしたうえで、それを転換するための授業
を提案する。
　これまで権力は、政治的決定に対して反対する人を
従わせるための強制力として捉えられ、どのように作
用するのかについては扱われてこなかった。それによ
り、権力を強制的なものとしてのみ捉えがちであった。
しかし、権力を強制力としてのみ捉えていた場合、一
見強制的ではない権力作用については捉えられない。
権力作用の中には相手に自分のさせたいことをさせる
ために、相手にとってプラスなことを交換条件として
提示するものや、相手がその行為をしたくなるように
しむけるものがある。従来の権力認識ではこのような
働きかけが行われていてもその裏にある目的を捉える
事ができず、無批判に権力者の思い通りの行動をして
しまう可能性がある。また、従来の権力認識では、権
力は支配者から一方的に作用するものであり、被支配
者はただその作用を受けるだけであるとされている。
しかし、権力は社会の構成員にとって正統なものであ
るとされていなければ効力を持たない。被支配者に
よっても権力は支えられているのであり、被支配者も
責任を持つのである。こういった、自分たちが権力を
支えている面もあり、責任を持つのだということを認
識させなければ政治と自分とを関係づけることができ
ない。以上の理由から、生徒が既に持っている権力
認識を転換していくことが必要であるといえる。
　政治学習に関する研究は大きく二つに分類される。
第一に生徒の政治的概念の形成を促すもの。第二に
生徒の価値観形成を促すものである。第一の具体例
としては、森分孝治らの教授書試案『政治の本質と
は何か』が挙げられる 1)。この授業は政治を分析する
枠組みを生徒に習得させ、それによって民主政治と
独裁政治を分析させるものである。目標は「政治の
本質が説明できる」こととされている。このような
授業は政治学に基づく理論を習得させることによっ
て、生徒の政治認識を転換させるものである。
　第二の生徒の価値観形成を促す政治学習は、特定
の価値観の注入となることを防ぎながら市民的資質
にどれだけ関わるかによって多数の授業論が存在す
る。ひとつの例としてここでは桑原敏典の授業論を
挙げる 2)。桑原の授業論においては、社会問題の背景
にある価値対立を明確化・対象化し、分析するなかで、
生徒が自身の価値観を反省的に吟味することが求め
られる。授業によって価値を対象化し客観的に分析す
ることによって、価値観形成にまで関わりながらも、
一つの価値観を注入するものとなっていない。この
ように、価値観形成を促す政治学習は、政治認識の
みではなく、生徒自身の価値観を反省・吟味させる
ものである。
　本研究は、第一の政治認識の形成を促すものであ
る。政治認識の指導を検討するうえで、本研究は次
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の二つの視点を重視した。第一は、政治学習における
科学的な見方考え方の習得の際に妨げとなっていると
思われる生徒が持っている常識的な見方考え方を、実
証的に明らかにしていくことである。第二は、生徒の
発達段階に留意し、科学的な見方考え方の系統性を仮
説的に示すことである。
　第一の点については、権力概念の系統的な成長を図
るためにも、生徒が日常生活の中で権力をどのように
とらえ、それが政治的な事象や出来事のとらえ方にい
かなる影響を与えているかを明らかにしていきたい。
生徒が日常生活の中で形成している常識的な見方考え
方は強固なものであり、ただ科学的な知識を提示する
だけでは転換されにくく、生徒の中にある常識的な見
方考え方を把握し誤っていることに気付かせることが
必要であるといわれている 3)。本研究では、中学生の
権力認識を捉える前段階として、大学生を対象にアン
ケート調査を行い、権力に関する常識的な見方考え方
の傾向を明らかにした。
　第二の点については、教育学と政治学の両面から系
統性を設定する。まずエングルの対抗社会化論をふま
え、社会化の過程から対抗社会化の過程へと発展する
ことと位置づけ、そのうえで権力の定義として二者関
係的権力観と共同的権力観を採用し、社会化の過程に
おいて二者関係的権力観を習得させ、対抗社会化の過
程において共同的権力観を習得させる。
　以上の二点を踏まえたうえで、権力概念の転換を図
る授業を示したい。授業の題材としては、倉敷チボリ
公園を扱う。倉敷チボリ公園は岡山県倉敷市にあった
都市型テーマパークであり、1997 年に開園、2009 年
に閉園した。チボリ公園の総事業費 474 億円のうち、
岡山県が 185 億円を負担しており、公共関与の強い
事業である。授業では、チボリ公園の誘致を巡って、
岡山県、岡山市、倉敷市、県民が議論していた時期を
題材としてとりあげ、なぜ反対の多かったチボリ公園
が実現されたのかを考えさせる。
　本研究では、上記の特質をもつチボリ公園を扱い、
アンケート調査から明らかにした生徒の権力に関する
常識的な見方考え方を科学的な見方考え方へ転換させ
る授業を提案していくことにする。
Ⅱ．権力に関する常識的な見方考え方の調査
　本研究では、権力に関する常識的な見方考え方を明
らかにするため中学生に対する本調査の前段階として
大学生にアンケート調査を行った。対象は岡山大学 3
回生約 100 人である。100 人を半数に分け、一方に
は目標とする科学的権力概念を説明したテキストを配
り、一方にはそれを配らずにアンケートを行った。質
問項目と質問項目の意図は次の通りである。
【資料１】アンケート項目
（年齢　　　才）
Q1：「権力」という言葉を見聞きしたことがあり
　ますか？当てはまるものに○を付けてください。
　　１．ある　　　　　２：ない
Q2：「権力」と聞いて何をイメージしますか？下
　の欄に記入してください。また、権力に対して
　持つイメージについて当てはまるものに○をし
　てください。
　　１．良い　２．どちらかといえば良い
　　３．どちらともいえない
　　４．どちらかといえば悪い　５．悪い
Q3：生活するうえで、権力は必要だと思います
　か？当てはまるものに○をしてください。
　　１．必要　　２．どちらかといえば必要
　　３．どちらかといえば不必要　　４．不必要
　　５．わからない
Q4：次のエピソードのうち権力が働いていると
　考えられるのはどれでしょうか。当てはまると
　考えられるものすべてに○をつけてください。
　またそれらを選んだときにどのような基準で選
　んだかを記入してください。
　　１．両親が、環境のことを考える子どもに育
　　　てるために、自分の子どもに環境問題の深
　　　刻さを教え込む。
　　２．国会議員が今後の日本の政治制度につい
　　　て話し合うために、ポスターを貼って議員
　　　を集める。
　　３．コンビニ強盗が店員に銃を突きつけるこ
　　　とで、店員に金を出させる。
　　４．政府が環境保全活動を行う企業に補助金
　　　をだすことによって、企業が環境保全活動
　　　をするように呼び掛ける。 
　　５．学級委員長になりたいまさお君が、クラ
　　　スの人に食事をご馳走する代わりに自分に
　　　投票してくれるよう頼む。
　　６．野球をやりたい生徒が同じく野球がやり
　　　たい生徒を集め、野球チームを結成する。
　　７．政府が徴兵令によって兵士になりたくな
　　　い国民を兵士にする。
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　Q ２と Q ３は権力に対するイメージを調査するも
のである。Q ４は二者関係的権力観に基づき、国政・
企業などの組織・日常生活それぞれにおける威嚇型・
報償型・説得型の権力作用を述べた項目を設定した。
これらのうちどれを権力作用として捉えているかを調
査するものである。Q ５・Q ６は共同的権力観に基づ
き、法律・命令といったものがなぜ守られるのかを問
うことで、生徒が権力を正統とする理由を調査するも
のである。Q ７では Q ５・Q ６での法律や命令を権
力として捉えているかどうかを調査するものである。
　　８．政府が国家財政の厳しさを訴える CM　
　　　をテレビやラジオで流し、国民が納税する
　　　ようにしむける。
　　９．部長が、プロジェクトに参加しないとク
　　　ビにするぞと脅して部下をプロジェクトに
　　　参加させる。
　　10．ビール会社が、自社のビールのおいし
　　　さを伝える CM を流し、消費者の購買意
　　　欲を高める。
　　11．パン会社が、応募シールを集めること
　　　で貰えるプレゼントを用意することで、パ
　　　ンを多く買わせる。
Q5：なぜ法律は守らなければならないと思いま
　すか？自分の考えを書いてください。
Q6：先生や先輩に指示された場合、あなたはな
　ぜ従わなければならないと思いますか？理由を
　書いてください。
Q7：法律や先生や先輩の命令は権力といえるで
　しょうか？当てはまるものに○をしてください
　　法律：１．権力だと思う
　　　　　２．権力だとは思わない
　　　　　３．わからない
　　先生や先輩の命令：
　　　　　１．権力だと思う
　　　　　２．権力だとは思わない
　　　　　３．わからない
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　アンケートの結果は表１から表５の通りである。な
お、今回はアンケートのみを配った約 50 人の結果の
み示した。
　以上のアンケートの結果から、権力に関する常識的
な見方考え方の特徴として、以下の 3 点を挙げるこ
とができる。
①権力を必要悪として捉えている。
②権力作用については、威嚇型を権力作用の特徴とし
　て捉えている。
③国家の働きかけを権力作用として捉えている。
第一の権力を必要悪と捉えていることに関しては、二
者関係的権力観に基づいた見方考え方であることが要
因として考えられる。二者関係的権力観においては、
権力作用に焦点が置かれ、権力は支配と服従の関係の
産物として捉えられている。社会秩序を守るために仕
方なく存在する力として捉えられているといえるだろ
う。
　第二の威嚇型を権力作用として捉えている点も第一
の点と関係してくるであろう。二者関係的権力観のう
ち、特に威嚇型を権力作用として捉えていることから、
権力は暴力的・強制的なものであるという見方考え方
が身につけられていると考えられる。
　第三の国家の働きかけを権力として捉えている点
は、威嚇型以外の類型で顕著である。威嚇型の作用は
国家・企業・個人いずれにおいても高い数値を見せて
いるが、報償型・説得型については国家との関係のも
のが他よりも高い数値となっている。したがって、報
償型や説得型は威嚇型に比べて権力として捉えられて
いないが、国家との関連においては権力として捉えや
すくなっているといえるだろう。
　今回の調査は大学生を対象としたものであり、直接
中学生の認識を明らかにするものではないが、権力に
関する常識的な見方考え方の特徴を明らかにするうえ
で、一定の示唆を与るものといえる。
Ⅲ．見方考え方の転換をめざした政治学習授業構成
１．見方考え方の転換を促す授業構成原理
　見方考え方の転換をめざした社会科授業研究とし
て、佐藤章浩の研究 4) があげられる。佐藤は見方考え
方の形成を促すために、視点取得経験の発展性を踏ま
え、設定した経済概念を形成することをめざしている。
視点習得経験の発展性は以下の通りである。
　佐藤は「視点の切り替え」過程における仮想的推論
の有効性を述べている。佐藤によると、仮想的推論と
は「『～だったら・・・』と仮定して考えた見方や解釈と、
現実の事実とのズレを探求すること」5) である。
　また佐藤は、形成する見方考え方を設定する際に、
概念の系統性を踏まえ、そのうちの基礎となる概念を
目標として設定している。佐藤の授業では、科学的な
見方考え方のうち基礎に当たるものを習得させること
で、常識的な見方考え方から科学的な見方考え方への
転換を促していた。その際の方法としては、仮説的推
論を取り入れた視点取得経験の発展性を踏まえること
で、新たな見方考え方への転換を可能としていた。こ
の実践から、見方考え方の転換における概念の系統性
の把握の重要性、方法としての仮説的推論の有効性が
示唆されているといえる。
　以上の佐藤の研究を踏まえたうえで、本研究では以
下の原理に基づいて授業を構成していきたい。
　第一に生徒が日常生活で形成している常識的な見方
考え方を踏まえたうえで、科学的な見方考え方へと変
革的に転換させることである。見方考え方の転換につ
いて中山迅が次のように述べている。
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　「ほとんどの人は、日々の生活の中で自分の素朴
概念に基づいて予測を行いながら行動し、それが間
違いなく的中することによって、信念を強化し続け
ていると考えられている。このような特性があるた
め、学校で科学的な知識を単純に提示するだけでは、
児童・生徒の素朴概念は変化しないと考えられてい
る。」6)
ここでの素朴概念とは、常識的な見方考え方のことで
ある。つまり、科学的な見方考え方を生徒に習得させ
るためには、科学的な知識を提示するだけではなく、
生徒のもつ常識的な見方考え方を把握し誤っているこ
とに気付かせることが必要なのである。
　第二に政治学の成果と社会科教育学の成果に基づ
き、概念の系統性を設定することである。政治学は経
済学などの学問と異なり、概念の系統性が確立してい
ない。したがって、社会科教育学の側面から、概念の
系統性を設定することが必要であるといえる。本研究
では基礎的な概念を権力概念とし、その系統性を政治
学・社会科教育学の両側面から設定した。
２．権力概念の系統性
　本研究における権力概念の系統性は表 7 の通りで
ある。本研究では権力概念を常識的権力観から二者関
係的権力観、そして共同的権力観へと転換していくこ
とをめざす。二者関係的権力観においては、支配者の
被支配者に対する権力作用に焦点があてられる。二者
関係的権力観に基づく権力作用の類型は表 8 の通り
である。
　共同的権力観では、権力作用ではなく、権力が何に
よって支えられているかに焦点があてられる。杉田は
H. アレントの論を引用して、権力と暴力との関係か
ら権力空間の維持について次のように述べている。
　「命令に人々が服従しなくなった場合には、暴力
の手段は役に立たない。そしてこの服従の問題は、
命令―服従の関係によって決まるのではなく、意見
によって決まるのであり、それゆえ言うまでもなく、
その意見に同調する人の数で決まるのである。すべ
ては暴力の裏にある権力にかかっている。」7)
つまり、権力が作用するためには、被支配者が支配者
を正統であると認めている必要があるのである。した
がって権力作用に対して支配者だけではなく、被支配
者も責任を持つのである。以上の権力概念の系統性を
設定し、見方考え方を転換していくことが必要である。
　以上の原理に基づいて、授業を構成することで政治
学習における見方考え方の転換を図ることができるの
ではなかろうか。
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Ⅳ．単元「岡山に夢のテーマパークを」の開発
１．単元のねらい
　本単元では倉敷チボリ公園建設に際して、反対が多
いなかで岡山県知事が市民にどのような働きかけをし
て実現させたのかを明らかにしていくことによって、
生徒の見方考え方を転換することをめざす。
　生徒が日常生活において習得している権力概念は、
権力の強制力という側面のみを捉えているものである
と考えられる。それにより生徒は自分たちを権力関係
の中に位置づけることができず、政治的問題について
関心を持たない。また、本単元では、権力作用を分析
させていくなかで強制力のみではなく、報償・説得と
いった方法がとられていることに気付かせる。それに
よって、生徒の権力概念を科学的なものへと転換させ
ていく。
　図 1 の権力関係においては、岡山県民は権力関係
の中に入っておらず、ただ支配者の決定を受け入れる
だけの存在となっている。しかし実際には県知事は県
民の意思を配慮した方法を取り、チボリ公園建設を実
現している。この点を踏まえた権力関係が以下の図 2
である。
　チボリ公園建設をめぐる権力関係においては、県民
は権力関係の外にいるのではなく、県知事の決定を支
持する者として権力関係の中に存在している。知事は
あらゆる方法によって県民の意思を「チボリ公園建設
反対」から「チボリ建設推進」へと変えることによっ
て、チボリ公園建設を実現したのである。
　倉敷チボリ公園の誘致問題を事例とするのは以下の
二点の理由からである。
　第一に、生徒の政治的見方考え方を転換させること
ができる点である。倉敷チボリ公園の誘致問題では、
密室政治による情報の隠ぺい、チボリ公園誘致による
経済効果の見積もり、デンマーク皇太子・チボリガー
ド来岡などの PR などさまざまな権力作用がなされて
いる。したがって威嚇型のみを権力作用とする見方考
え方から報償型・説得型を含んだ見方考え方へと転換
することができる。また、当初岡山市に誘致するはず
だったが岡山市民の反対と市長選挙の結果によって岡
山市が計画から退いたことから、権力作用のみを捉え
る見方考え方から、権力作用を支える権力空間も捉え
ることができる見方考え方へと転換させることができ
る事例である。
　第二に、われわれの生活と政治の関係を子どもたち
が捉えやすい事例であるという点である。倉敷チボリ
公園はすでに閉園しているものの、テーマパークとい
う子どもにとって身近なものであり、興味のもちやす
いものであるといえる。
２．到達目標
　本単元の到達目標は表９の通りである。
３．単元の展開
　第一次では、倉敷チボリ公園と鷲羽山ハイランドと
いう岡山県のテーマパークを比較させることによっ
て、倉敷チボリ公園が公共事業によるものであり、岡
山県民の税金を使って建てられたものであることを捉
えさせる。そして、倉敷チボリ公園の計画が出された
ときの市民の反応を予想させ、反対する人が多かった
ことから、本単元を貫く問いとなる「なぜ市民の反対
が多かったにも関わらず、チボリ公園建設は実現した
のか」という問いを設定する。そして、「もともと人々
にとって意に反することを、実現する力」のことを権
力ということを確認する。
　第二次では、まず誰が誰に対して権力を行使してい
たのかを確認する。そして県知事が岡山県民に対して
行っていたことを確認し、どのようにして多くの県民
の意に反するチボリ公園建設を実現したのかを予想さ
せる。その際、生徒には県知事の側近という立場に立
たせ、計画を考えさせる。この学習過程によって、生
徒が持っている常識的な見方考え方を明らかにする。
そのうえで、権力作用を捉える枠組み（威嚇型・報償型・
説得型に基づくもの）を提示し、それに基づいて県知
事はどのような働きかけを行ったかを予想させる。
　第三次では、実際に県知事が行った働きかけを調べ
ることによって、実際はどのような働きかけが多くな
されていたのかを検証する。この過程によって、科学
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的な見方考え方を生徒に習得させていく。そして、「県
知事はどのようにして多くの県民の意に反するチボリ
公園建設を実現したか」の問いに対して、生徒に自分
の答えを書かせる。
　第四次では、チボリ公園計画初期の設計図と実際の
倉敷チボリ公園の地図を出し、一方が岡山チボリ公園
のものであり、もう一方が倉敷チボリ公園のものであ
ることを確認する。そして「なぜチボリは当初岡山市
に開園予定であったにも関わらず、最終的には倉敷市
に開園されたのか。」という問いを立て、探求させる。
まず、チボリ公園建設計画発表時の記事と、岡山市チ
ボリ公園建設計画撤退の記事を比較することで、岡山
市長が変わっていることに気付かせる。そして、岡山
市長が変わった理由を予想させた上で、チボリ公園建
設に対する市民の不信感が募ったため、辞任し選挙で
市民の賛否を問うたことを告げる。そして、チボリ公
園建設に関して慎重な姿勢をとっていた候補者が新た
な市長として選ばれ、チボリ公園は岡山市に建設され
ないことになったことを確認する。次に、「ではなぜ
倉敷市ではチボリ公園が建設されたのだろう」と問い、
予想させる。そして、倉敷市でも市長選挙が行われた
が、チボリ公園建設を推進する候補者が当選していた
ことを確認する。この岡山市と倉敷市の違いから、「チ
ボリ公園が建設されるためには何が必要なのか」と問
い、「県知事による働きかけだけではなく、市民の支
持が必要であった。」ということを生徒に確認させる。
　第五次では、「10 年で閉園した倉敷チボリ公園計画
の責任は誰にあるのか」という問いによって、生徒に
チボリ公園建設計画に対する評価をさせる。まず、生
徒に責任があると思う人とその理由を発表させる。そ
の際、県知事・岡山市長・倉敷市長・岡山県民・チボ
リ経営者のどれかが挙がらなかった場合は、教師が提
案する。そのうえで、個人でランク付けを行い発表さ
せる。このランク付けでは、順位だけでなく責任の割
合とその理由も書かせることとする。最後に、他の人
の発表を聞いた後もう一度ランク付けを個人で行い授
業を終える。
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第一次　チボリ公園と鷲羽山ハイランドとの違いはなんだろう
資料：①・②チボリ・鷲羽山ハイランドの写真　③チボリ・ジャパン支出額表
　　　④チボリ公園建設是非に対するアンケート
過程 教師の指示・発問 教授学習過程 資料 生徒に獲得させたい知識
導入
展開
終結
•	倉敷チボリ公園をついて何か
知っているか。
	〇倉敷チボリ公園と鷲羽山ハイ
ランドとの違いはなんだろう。
（略）
•	倉敷チボリ公園の計画が出され
たとき、市民はどのような反応
であったと思うか。
•	実際はどうであったか、当時の
新聞記事を読んでみよう。
（略）
	〇ではなぜこのように反対する
人が多いチボリ公園が実現し
たのか、予想してみよう。
•	権力の定義を確認する。
T：発問する
P：答える
T：発問する
P：答える 
T：発問する
P：予想する
T：指示をする
P：調べる
T：発問する
P：予想する
T：説明する
①
②
•	倉敷駅のすぐ近くにある
•	もう閉園した
•	倉敷チボリ公園はもう閉園している
が、鷲羽山ハイランドはまだ続いてい
る、チボリはデンマークをテーマとし
ており、鷲羽山ハイランドはブラジル
をテーマにしているなど
•	喜んだ、楽しみにしたなど
•	必ずしも喜んでいたわけではなかっ
た。反対する人も多くいた。
•	賛成する市民が増えた、無理やり開園
したなど
•	もともと人々の意に反することを実現
する力のことを権力という。
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第二次　県知事の側近として、チボリ公園実現のための計画を考えよう
資料：①ワークシート：権力の働き見分けシート
過程 教師の指示・発問 教授学習過程 資料 生徒に獲得させたい知識
導入
展開
終結
前時の復習
( 略 )
	〇もし自分が岡山県知事の側近
だったら、反対の多い中でど
のように計画をすすめていく
ように知事に提案するか。班
で相談してみよう。
•	本当にその案でチボリ公園が実
現するだろうか。
•	例えば権力の使い方の例として
は次のものがある。
•	ワークシートにするべきだと思
う働きかけを書きこもう。
T：発問する
P：予想する 
T：発問する
P：答える
T：説明する
T：指示する
P：書きこむ
①
•	無理やりすすめる。人々に都合のわる
い情報を流さないなど
•	出来る、わからないなど
•	二者関係的権力観の威嚇型・報償型・
説得型
第三次　実際に岡山県知事はどのような働きかけを行ったのだろう
①デンマーク皇太子とチボリガードの来岡・軽飛行機 PR・パンフレット全戸配布の記事
過程 教師の指示・発問 教授学習過程 資料 生徒に獲得させたい知識
導入
展開
終結
	〇実際岡山県知事はどのように
したのか調べてワークシート
に書きこもう。
（略）
•	県知事は、倉敷チボリ公園計画
を実現させるために、県民にど
のように働きかけたか、まとめ
よう。
T：指示する
P：調べる
T：指示する
P：まとめる
① •	法律に基づいて情報公開をしないこと
によって、不都合な情報を出さないな
ど
•	県知事はチボリを実現させるために、
無理やり進めるだけでなく、県民が喜
ぶ交換条件をだすことや、宣伝によっ
てチボリのメリットを理解させること
で、県民がチボリに賛成するように働
きかけていた。
第四次　なぜ岡山市では実現しなかったチボリ公園が倉敷市では実現したのだろうか
①岡山チボリ公園計画図　②倉敷チボリ公園マップ　③新聞記事「倉敷にもいらない」　④岡山市長選の記事
⑤倉敷市長選の記事
過程 教師の指示・発問 教授学習過程 資料 生徒に獲得させたい知識
導入 •	岡山チボリ公園の計画図と倉敷
チボリ公園のマップを比べて違
いを見つけよう。
•	一方は岡山に建設予定だった岡
山チボリ公園であり、一方が倉
敷に実現した倉敷チボリ公園で
T：発問する
P：答える
T：説明する
①
②
•	公園の形が違うなど
•	最初は岡山にチボリ公園が作られる予
定だった。
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展開
終結
　あることを説明する。
•	なぜチボリは当初岡山市に開園
予定であったにも関わらず、最
終的には倉敷市に開園されたの
か。
（略）
•	なぜ倉敷ではチボリが実現した
のだろうか。
•	倉敷市における市長選について
説明する。
•	その結果どうなったか。
•	チボリ公園建設が実現するため
には何が必要だったのか。
T：発問する
P：予想する
T：発問する
P：予想する
T：説明する
T：発問する
P：答える
T：発問する
P：まとめる
③
④
⑤
•	チボリ計画は当初岡山市政 100 周年事
業の一部であり、岡山市が計画したも
のであった。
•	倉敷の方が立地に適していたなど
•	選挙が行われなかったのでは
•	チボリに賛成する人が多かったのでは
•	倉敷でも市長選が行われ、チボリが争
点の一つとして挙がっていたが、チボ
リ推進派の候補者が僅差で当選した。
•	チボリ公園が実現した。
•	県知事の働きかけだけではなく、市民
の賛同が必要であった。
第五次　倉敷チボリ公園計画の責任は誰にあるのだろうか
①倉敷チボリ公園閉園の記事　②入場者数の推移のグラフ　③倉敷チボリ公園の総事業額の表
過程 教師の指示・発問 教授学習過程 資料 生徒に獲得させたい知識
導入
展開
終結
•	実現した倉敷チボリ公園はその
後どうなったのか。
（略）
	〇このように、多額の税金を使
い、閉園に追い込まれてしまっ
た倉敷チボリ公園計画の責任
は誰にあるのだろうか。
（略）
•	それぞれの人にどれくらいの割
合の責任があるか考えて発表し
よう。また、その理由も発表し
よう。
•	他の人の意見を聞いたうえで、
もう一度誰にどれくらいの責任
があるか考えてその理由と一緒
にワークシートに書きこもう。
T：発問する
P：答える
T：発問する
P：予想する
T：指示する
P：答える
T：指示する
P：書きこむ
①
②
③
•	11 年後の 2008 年に閉園した。
•	計画を進めた県知事に多くの責任があ
る。
•	県知事の働きかけによって賛同した県
民に多くの責任がある。
•	チボリ公園が出来てからの経営がうま
くいってなかったことに多くの責任が
ある。など
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Ⅴ．おわりに
　本研究の成果としては次の三点が挙げられる。第一
には、これまで政治学習において直接的には取り上げ
られてこなかった権力概念を扱った授業を具体的に示
した点である。第二には、権力に対する常識的な見方
考え方を明らかにしたうえで、その転換をめざした中
学校社会科政治学習の授業の構成原理を示した点であ
る。第三は、国政ではなく、地方政治と関連付けて権
力概念を取り上げて単元開発を行った点である。
　若者の政治離れが問題となっているが、表面的な現
象ではなく、政治に関する諸概念を取り上げてその本
質を捉えさせるような学習こそが、政治の必要性やそ
れに関わることの重要性に気付かせることが出来るの
ではなかろうか。
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2) 桑原敏典「合理的な思想形成をめざした社会授業
　構成―シティズンシップ・エデュケーションの目的
　と社会科の役割の検討をふまえて―」全国社会科教
　育学会『社会科研究』2006 年 ,pp.41-50.
3) 中山迅「学校知と日常知の隔たり―素朴概念の問
　題―」湯澤正通編著『認知心理学から理科教育への
　提言―開かれた学びをめざして―』北大路書房、
　1998 年 ,pp.29-30.
4) 佐藤章浩「小学校社会科における経済概念の形成
　―第 3 学年単元『スーパーマーケットのひみつを 
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